
コミュニティバス事例集

① 吹田市コミュニティバス「すいすいバス」
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令和３年度 第１回

レインボーバスのあり方検討分科会 参考資料３

吹田市の北東部の千里丘地区（ＪＲ千里丘駅及び大阪モノ
レール宇野辺駅など）について、「ひまわりルート」と「あ
おばルート」の2ルートを循環運行。
鉄道・路線バスが市内をくまなく運行している中、路線バ
スが運行しない地域の移動手段の確保を目的として運行。

運行事業者：阪急バス株式会社
運賃：大人200円、子ども100円
乗車方法：ICカード・現金など

※阪急バスとの乗継割引あり
運行日：1月1日～3日を除く毎日
運行時間：7:50～20:10

利用者数（令和2年度）：119,331人
ひまわりルートの運行図
（あおばルートは
ほぼ同じルートで逆向き）

• 郊外の住宅地にある交通空白地をもれなくカバーした事例
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② 京都府向日市コミュニティバス「ぐるっとむこうバス」
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京都府南西部に位置する向日市の北部（北ルート）と南部
（南ルート）を運行。
向日市の主要駅（ＪＲ向日町駅、阪急東向日駅等）付近を
除き、一般路線バスが運行されず、その空白地を埋めるよう
に運行。需要に応じて、北ルートは9人乗りのワゴン車両を、
南ルートは35人乗りの小型バス車両をそれぞれ採用し、1日
各７便を循環運行している。

運行事業者：都タクシー（北ルート）
阪急バス株式会社（南ルート）

運賃：大人200円、子ども100円
乗車方法：現金・乗車券（南北両ルート）

ICカード（南ルートのみ）
※南北乗り継ぎポイントでは無料で乗り継ぎ可
（乗継ぎの際は、乗り継ぎ券を発行）

運行日：平日（土日・祝日・振替休日・年末年始を除く）
運行時間：北ルート8:50～17:02、南ルート9:40～18:20

利用者数（令和2年度）：3,118人（北ルート）
8,222人（南ルート）

• 地域需要に適した運行を実現した事例
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③ 大阪狭山市コミュニティバス「循環バス」
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大阪狭山市は、南海金剛駅を起終点に、狭山ニュータウン
周辺を経由し、泉北泉ヶ丘駅までを運行する路線以外は、路
線バスが運行されていないことから、ほぼ全域にわたる空白
地を循環バスとして網羅。
南、ニュータウン、西・北の3ルートを運行し、1時間おき
に運行。

運行事業者：南海バス株式会社
運賃：大人100円、子ども50円
乗車方法：現金・交通系ICカード（「なっち」は不可）
運行日：毎日（年中無休）
運行時間：7:00～19:00

利用者数（令和2年度）：293,353人

• 市内のほぼ全域にわたる交通空白地を網羅した事例


